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実験 1 ，成犬(体重10kg 程度)による同種他家移植
① 免疫抑制剤投与量の検討
術後連日の FK506投与量を変化させたときの生着度、体重変化を測定した。その結果、生着率は0.08mg/kg/














各群に対し、ミルク、ぺースト食、固形食の摂食速度を測定したところ、各群で 3 食品ともに、術後 4 週では術
前と比較して有意に遅くなったが、 12週で同速度に回復した。
実験n ，移植骨の歯牙萌出に関する研究
実験 I と同様、永久歯未萌出の幼犬(体重 5 kg 程度)に他家移植術を行ったところ、移植組織は生着した。歯牙
の萌出状態は、術後 4 週で第 1 大臼歯の萌出が開始し、術後 8 週以降に乳臼歯の脱落と第 3 、 4 小臼歯の萌出がみら
れ、術後12週で永久歯列が完成し、第 l 大臼歯の歯根完成もみられた。これらは、無処置健常幼犬の歯牙の萌出時期
と一致していた。 HE 染色所見では術後 4 週に多核巨細胞が観察zされ、乳歯の根吸収がみられ、術後12週で活発な骨
増生が認められた。顎骨の成長では、移植骨断端の小臼歯部から第 1 大臼歯近心岐頭までの長径を測定し、反対側の
無処置の健常下顎骨と比較したところ、術後12週においては両者に有意差はなく、同程度に成長していることが推察
された。
結語
イヌを用いた下顎同種他家移植術を成功させる条件を検討した。その結果、リンパ球交差試験陽性ペアにおいても、
免疫抑制剤 FK506を0.16mg/kg/day 連日投与することにより、歯肉、歯牙、歯根膜、下顎骨、骨膜を含む下顎同種
他家移植は生着することが明らかとなった。
論文審査の結果の要旨
イヌを用いた下顎他家同種移植術を成功させる条件を検討した。リンパ球交差試験陽a性ペアにおいても、免疫抑制
剤 FK506を0.16mg/kg/day 投与することにより、歯肉、歯牙、歯根膜、下顎骨、骨髄を含む移植組織は生着した。
生着組織は、骨添加や炎症細胞浸潤を認めた。同齢の幼犬ペアを用いた未萌出永久歯医を含む下顎骨の移植において
歯牙萌出と歯恨の完成を認めた。
以上の結果は、顎口腔複合組織他家移植を実現化する上で、重要な知見を与えるものである。よって、本論文は博
士(歯学)の学位を授与するに値する o
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